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　当院では薬剤師の

病棟配置を目的として

完全院外処方化を本年４

月より開始しました。皆様にはご不便をお

かけしている面もあると思いますが、ご協

力いただきありがとうございます。

　以前より院外処方せんの発行は、厚生労

働省の医薬分業の指針に基づくもので、現

在全国の多くの病院・診療所において実施

されています。当院では、これまで一部の

患者さんに院外処方せんを発行していまし

たが、上記のように本年４月から基本的に

全外来患者さんを対象に院外処方せんを発

行することになりました。

　すでに何回も処方せんを持って保険薬局

に行かれた方も多いと思いますが、今後ぜ

ひご自身で、ご都合の良い保険薬局を「か

かりつけ薬局」としていただき、さまざま

な薬に関する疑問について、かかりつけ薬

局の薬剤師さんからじっくりと説明をうけ

ていただき、当院の薬だけでなく、他院か

らの薬も同じ薬局でもらうようにされた

ら、すべての薬の処方記録「薬歴」が保管

され、薬の相互作用や重複がないか等、細

かくチェックしてもらえます。

　また薬局に行く時間帯にもよると思いま

すが、多くの場合、当院で処方薬を待って

いた時間よりは短い待ち時間で薬が調剤さ

れると思います。無論、患者さんご本人で

なくてもご家族や代理の方でも処方せんを

お持ちになれば調剤してもらえます。

　ひとつご注意していただきたいことは、

院外処方せんの有効期間は４日間というこ

とです。例えば、９月１日に発行された院

外処方せんは９月４日までに保険薬局に出

してください。それ以降は処方せんが無効

になってしまいます。

　今後とも院外処方につきまして、ご理解、

ご協力をお願いいたします。
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